
 

 

マイナンバーカードの交付状況等について 

 

１ マイナンバー制度 

（１）個人番号（以下「マイナンバー」という。） 

   社会保障、税、災害対策の３分野においてマイナンバーを導入することで、行政の効率化、国

民の利便性の向上、公平・公正な社会の実現を目指します。 

平成 27 年 10 月以降、住民票を有する全ての方に 12 桁のマイナンバーが通知されています。 

（２）マイナンバーカード 

   マイナンバーカードは、市民の皆様からの申請により無料で交付されるプラスチック製の 

カードです。カードのおもて面には御本人の顔写真と氏名、住所、生年月日、性別が記載されて

おり、本人確認書類として利用できます。 

  また、カードの裏面にはマイナンバーが記載されていますので、税・社会保障・災害対策の法

令で定められた手続を行う際の番号確認に利用できます。 

   加えて、IC チップ内に電子的に個人を認証する機能（電子証明書）を搭載しており、この機

能を活用して本人認証を行うことにより、e-Tax などの行政手続やコンビニエンスストアでの

各種証明書の取得（※本市では、住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書等が取得可能）

が可能となります。 

           

 

 

 

 

 

 

２ これまでの主な経過 

時 期 内 容 

① 令和元年 10 月 

・交付体制の強化 

「令和 4 年度末までに、ほとんどの住民がマイナンバーカードを保有

する」という国の方針に基づき、本市においても、市民全員に交付す

ることを想定し交付体制を強化。 

② 令和 2年 5月～ 

・特別定額給付金のオンライン申請開始 

令和元年度は月平均約 1 万件だった申請件数が、約 5 万件／月を超え

る状況となり、以後も高い申請件数で推移。 

③ 令和 2年 7月 ・マイナポイント事業（第１弾）の開始 

横浜駅西口に、「横浜市マイナンバーカード臨時申請窓口」を開設。 

④ 令和 3年 2月～ 

4 月 

・QR コード付き申請書の再送付（※75 歳未満） 

・マイナポイント第１弾のカード申請期限の到来 

月約 10 万件を超える申請が続く。 

⑤ 令和 3年 3月 横浜市マイナンバーカード臨時申請窓口の閉鎖（交付拠点への転換） 

⑥ 令和３年５月～６月 マイナンバーカード特設センター（交付拠点）開設（市内３か所） 

⑦ 令 和 ４ 年 １ 月 １ 日 

・マイナポイント事業（第２弾）の開始 

マイナンバーカード新規取得者だけでなく、マイナポイント第１弾の

未申込者及び上限に達していない方も対象に。 

⑧ 令和４年２月 15 日～ 

・75 歳以上の方への QR コード付き申請書の再送付 

75 歳以上後期高齢者医療保険被保険者に対して、後期高齢者医療広域

連合より QR コード付き申請書の再送付 

⑨ 令和４年５月 13 日 二俣川に市内4か所目となるマイナンバーカード特設センターを開設 
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３ マイナンバーカードの交付枚数及び交付率 

（総務省のウェブサイトから抜粋。令和４年５月 1日現在） 

区 分 人 口 （ R3 . 1 . 1 現 在 ） 交 付 枚 数 （ R4.5.1 現 在 ） 人口に対する交付率 

横浜市 ３，７５９，９３９ １，８１８，３３９ ４８．４％ 

全 国 １２６，６５４，２４４ ５５，７６５，１３７ ４４．０％ 

政令指定都市※ ２７，５４９，０６１ １２，７７７，２５３ ４６．４％ 
 
 
 

４ 申請促進 

  各種広報活動を通じて未取得者に申請を促すとともに、職員等が商業施設等に出向いて申請書

の記入支援を行うなど、新型コロナウイルス感染症の動向も踏まえながら、直接の申請に結びつ

く促進活動を積極的に進め、国の目標達成に向けて取り組んでいます。 

令和４年度においては、これまで特に効果があった場所で重点的に実施するとともに、昨年度

のノウハウを活かし、月 60 回の開催を目標に調整を行い、身近な場所での申請機会の更なる拡大

を図ります。また、マイナンバーカードの利活用について、カード保有のメリットをよりわかりや

すく伝えられるような広報を行い、申請喚起につなげていきます。 

 

５ 交付体制 

平日夜間や土日祝日にもマイナンバーカードの新規交付を行うマイナンバーカード特設センター

（以下、「特設センター」という）を市内４か所（横浜駅西口、センター北、上大岡、二俣川）に整備

し、区役所と特設センター合わせて、全国最大規模の毎月約 12 万件の交付体制を整備しています。 

（１）開設日・開設場所等 

開設日 センター名 対象区 開設場所 

令和３年 

５月14日 
横浜駅西口 

鶴見区、神奈川区、西区、中区、保土

ケ谷区 

西区北幸1-6-1横浜ファーストビル

15階（横浜駅徒歩３分） 

令和３年 

６月８日 
センター北 港北区、緑区、青葉区、都筑区 

都筑区中川中央1-30-1プレミアヨ

コハマ４階（センター北駅徒歩１分） 

令和３年 

６月29日 
上大岡 

南区、港南区、磯子区、金沢区、戸塚

区、栄区 

港南区上大岡西1-18-3ミオカ リ

スト館２階（上大岡駅徒歩３分） 

令和４年 

５月13日 
二俣川 旭区、泉区、瀬谷区 

旭区二俣川1-5-5 二俣川北口第２

ビル３階（二俣川駅から徒歩１分） 
 
（２）開所時間 

【月・火・金】11:30～19:30（受付は 19:15 まで）【土・日・祝】9:00～17:00（受付は 16:45 まで） 

※水・木曜日、第三土曜日の翌日曜日、年末年始（12/29～1/3）は休業日 

 

６ 今後の新たな取組 

  令和４年６月２日から、市庁舎２階プレゼンテーションスペースを全面的に使用し、広報及び

申請サポートを実施します。なお、申請サポートについては、月曜日から金曜日については毎日実

施し、土曜日、日曜日については、市庁舎１階アトリウムのイベント実施日にあわせて実施予定で

す。 

 

７ 参考（国の今後の動向） 

・ マイナポイント第２弾の 15,000 円相当分（健康保険証としての利用申込 7,500 円分＋公金受取

口座の登録 7,500 円分）のポイント申込・付与開始（令和４年６月 30 日から） 

・ 未取得者向けに QR コード付き申請書の再々送付（令和４年７月～８月） 

・ マイナンバーカードの機能（電子証明書）のスマートフォンへの搭載（令和 4 年度中に実施予定） 

・ マイナンバーカードと運転免許証の一体化（令和 6年度末までに実施予定） 

※横浜市は政令指定都市５番目の水準 


